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平成27年度進行管理・評価シート

堺市歴史的風致維持向上計画（平成２５年１１月２２日認定）

歴まち計画の円滑な推進に向けた組織体制に関する取組
み

都市計画・景観計画等との連携および屋外広告物法に基
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市民と協働した古墳の保存管理に向けた取組み



進捗評価シート （様式１-１）

評価対象年度 平成27年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

評価軸①-1
組織体制

項目

歴まち計画の円滑な推進に向けた組織体制に関する取組み

計画実現のための推進体制として、歴史まちづくり法第１１条第１項に基づく「堺市歴史的風致維持向上計画
協議会」を「堺市歴史的風致維持向上協議会」に改編し、事業の進捗管理や連絡調整、計画変更に関する協
議を行う。

　平成２７年７月に幹事会、８月に推進会議を開催し、平成２７年度の取組み状況を確認したほか、次年度の予算要求も踏
まえた事業予定について情報共有・意見交換をおこなった。　（また、平成28年1月から3月にかけて推進会議、協議会を開
催し、平成27年度の進捗状況の確認等をおこなった。

　○平成27年7月23日　推進会議幹事会開催　平成27年8月12日　推進会議開催
　○平成28年1月26日　推進会議幹事会開催　平成28年2月15日　推進会議開催　平成28年3月25日　協議会開催

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

 ○平成２７年７月２３日 
  堺市歴史的風致維持向上推進会議幹事会 開催 

 ○平成２８年２月１５日 
  堺市歴史的風致維持向上推進会議 開催 

■庁内の推進体制 

■堺市歴史的風致維持向上計画推進会議および協議会の開催 

 ○平成２７年８月１２日 
  堺市歴史的風致維持向上推進会議 開催 

 ○平成２８年３月２５日 
  堺市歴史的風致維持向上協議会 開催 

堺市－1



進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 平成27年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

評価軸②-1
重点区域における良好な景観を形成する施策

項目

都市計画・景観計画等との連携、および屋外広告物法に基づく施策との連携

重点区域について、景観計画の取組みと連携し、歴史的風致の維持向上を図る。地域特性を踏まえた景観形成
基準を策定し、都市計画法や景観法に基づく各種手法を活用するほか、景観重要建造物の指定や屋外広告物
のあり方などを検討するなど、きめ細かい景観形成を図る。

●百舌鳥古墳群及び周辺区域について、世界文化遺産登録も視野に古墳のあるまちとして相応しい景観づくりの一環とし
て、「建築物の高さ」、「建築物の色彩などの形態意匠」、「屋外広告物の大きさや高さ等」の制限を見直し。

　上記に関する説明会をはじめ、都市計画審議会、景観審議会、屋外広告物審議会、並びに市議会での議論を経て、平成
２８年１月から新たな制限等を開始した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

 ○平成２７年  ３月～７月   屋外広告物審議会、景観審議会、都市計画審議会を開催 

 ○平成２７年  ６月       堺市屋外広告物条例の一部改正 

 ○平成２７年  ９月       堺市景観条例の一部改正、景観計画の告示 

 ○平成２８年  １月       改正した「堺市屋外広告物条例および堺市景観条例」、並びに景観地区を施行 

   百舌鳥古墳群周辺地域における屋外広告物の制限に関する案内チラシ 

百舌鳥古墳群周辺景観地区に関する案内チラシ 

●世界文化遺産登録の目的
世界文化遺産登録は、地球上の貴重な遺産を守り、次世代に継
承するためのものです。日本が世界に誇るべき貴重な歴史遺産
を人類の宝として後世まで末永く守り伝えるため、百舌鳥・古
市古墳群の世界文化遺産登録をめざしています。

●百舌鳥・古市古墳群とは
百舌鳥・古市古墳群には、日本における墳丘の長さのトップテンのうち5基の巨大
前方後円墳が集中しています。また、巨大前方後円墳とその周囲に中小古墳が位置
する様子は、古墳の規模や形状で被葬者の政治的・社会的階層性を示すという日本
独特の古墳造りに特徴付けられた文化を表しています。

屋外広告物に関する制限が変わります。
許可を受けていない広告物は、すみやかに許可申請を行ってください。

改正条例の施行までに許可を受けた広告物であれば、新たな基準に適合しない
場合（既存不適格広告物）についても、経過措置期間などの支援措置が適用さ
れます。（※裏面参照）

世界有数の歴史遺産を受け継ぐ
歴史・文化のまち

百舌鳥
古墳群
周辺地域

落ち着きのある景観で、

「憧れを抱くまち」へ。
本市では、歴史・文化を活かしたまちづくりの推進により、

市民が「誇り」を感じ、全国・世界の人々が「憧れ」を抱くまちの実現をめざ

しています。その取組みの一環として、大阪府、羽曳野市、藤井寺市とともに、

百舌鳥・古市古墳群の世界文化遺産登録の取り組みを進めています。

世界文化遺産のあるまちとしてふさわしいまちなみの形成に向け、範囲を設定

し、建築物の高さや色彩などの形態意匠のほか、いわゆる看板などの屋外広告

物に関する許可基準等を見直しました。

平成28年1月１日より
改正条例の施行

（新たな許可基準の運用開始）

【問合せ先】堺市 建築都市局 都市計画部都市景観室 9:00～17:30（但し、土・日曜日、祝日は除く）

TEL 072-228-7432（直通） FAX 072-228-8468

凡 例

掲出可能な区域

禁止区域
第一種低層住居専用
地域及び風致地区

特別地区の範囲

堺東駅

三国ヶ丘駅

上野芝駅 中百舌鳥駅

禁止区域

広告景観特別地区(百舌鳥古墳群周辺地域)

百舌鳥第２種特別地区における概略図百舌鳥第１種特別地区における概略図

広告景観特別地区（百舌鳥古墳群周辺地域）における屋外広告物の制限
～ 地区の範囲、屋外広告物許可基準等 ～

●巨大前方後円墳とその周囲の中小古墳を囲む範囲とします。（※下図参照）

改正条例施行後、最初の更新許可は可能です（許可日より３年間）。
また、改修、移転又は除却が容易でないと認められる広告物については、改修計画書が提
出され、相当と認められる場合に限り、経過措置期間を延長する場合があります。

●補助金制度の利用： 平成28年度～平成30年度までを実施期間とし、屋上広告物の撤去、並びに自立広告物の撤
去・改修に対し、費用の一部を予算の範囲内において補助する制度を検討中です。

●経過措置期間の適用：

●上記の特別地区内における許可基準は以下の通りです。

既存不適格広告物への支援 (既存不適格広告物：許可を受けている広告物のうち、新たな基準に適合しなくなる広告物)

屋外広告物の許可基準

広告景観特別地区（百舌鳥古墳群周辺地域）の範囲

百舌鳥第２種
特別地区

百舌鳥第１種
特別地区

百舌鳥第1種特別地区
百舌鳥第2種特別地区

1敷地あたりの
表示面積の合計は10m2以内

1表示面につき5m2以内
かつ総面積10m2以内

取り付け壁面の
3分の1以内

1敷地あたり2個以内
（自立広告塔）

6m
以内

6m
以内

取り付け壁面の
3分の1以内

1表示面につき10m2以内
かつ総面積20m2以内

1敷地あたり
2個以内
（自立広告塔）

10m
以内

Aランクの資材のみ使用。印刷用の紙にリサイクルできます。

百舌鳥古墳群周辺景観地区における認定申請について
－平成２８年１月から、景観地区を施行します－

本市では、百舌鳥古墳群のあるまちとして相応しい良好な景観の形成を図るため、百舌鳥古
墳群周辺地域を景観地区として決定し、平成２８年１月４日から施行します。

「百舌鳥古墳群周辺景観地区」内において建築物の建築等を行う場合には、堺市景観条例第
２９条に基づく「景観地区における事前協議」と、景観法第６３条に基づく「認定申請（国等
については、景観法第６６条に基づく通知）」を行う必要があります。

なお、事前協議においては、良好な景観形成に向け、専門家等による景観協議を行います。

１．百舌鳥古墳群周辺景観地区の決定について

２．景観地区の認定申請が必要な建築物と行為

認定申請が必要な建築物 行為の種別

■古墳近傍
景観形成地区（※）

全ての建築物（大規模
建築物、中規模建築物、
小規模建築物）

建築物の新築、増築、改築又は移転、
外観を変更することとなる修繕
若しくは模様替え又は色彩の変更

■古墳群周辺市街地
景観形成地区（※）

大規模建築物、
中規模建築物

３．適用除外となる建築物

以下の建築物については、景観地区の認定申請は不要です。

・工事、祭礼又は慣例的行事のために必要な仮設建築物で、工事等の期間中に限り存続
するもの

・仮設興行場、博覧会建築物、仮設店舗その他これらに類する建築物で、存続する期間
が１年以内のもの

・地下に設ける建築物

【建築物の種別による適用除外】

【建築物の規模による適用除外】

地区共通 古墳近傍
景観形成地区

古墳群周辺市街地
景観形成地区

・延べ面積が10㎡以内
・外観を変更することとなる

外観の面積が従前の外観の
見付面積の1/3以下（各面ごと）

・増築又は改築をする
部分の床面積の合計
が10㎡以内

・小規模建築物
・増築又は改築をする

部分の床面積の合計
が、従前の延べ面積
の1/10以下

（※） （※）

（※）「古墳近傍景観形成地区」及び「古墳群周辺市街地景観形成地区」の区域は、次頁を参照

堺市 建築都市局 都市計画部 都市景観室 TEL 072-228-7432 FAX 072-228-8468

分 類
大規模建築物 中規模建築物 小規模建築物

次のいずれかに該当するもの 次のいずれにも該当するもの

高 さ 15mを超えるもの 10mを超えるもの 10m以下

階 数 地上6階以上 地上４階以上 地上４階未満

延べ面積 3,000㎡を超えるもの 500㎡を超えるもの 500㎡以下

（注）「大規模建築物」及び「中規模建築物」には、増改築後に当該規模に該当するものを含む。

≪建築物の規模による分類≫

（※）

（※）認定を受けなければ、建築工事を行うことはできません。

（※）「古墳近傍景観形成地区」及び「古墳群周辺市街地景観形成地区」の区域は、次頁を参照

４．景観地区の区域

【凡例】

景観地区の区域

古墳近傍景観形成地区（※１）

古墳群周辺市街地景観形成地区（※２）

堺東駅

中百舌鳥駅

三国ヶ丘駅

上野芝駅

百舌鳥駅

（※１）「古墳近傍景観形成地区」
：巨大前方後円墳の周囲で、都市計画において、第一種低層住居専用地域、

又は風致地区に指定されている区域であり、景観計画に位置付けられて
います。

（※２）「古墳群周辺市街地景観形成地区」
：百舌鳥古墳群周辺景観地区に指定された区域のうち、「古墳近傍景観形成

地区」を除く区域であり、景観計画に位置付けられています。

５．認定申請の手続きの流れ

（※1）形態・意匠の制限に適合しない場合や、その判断ができない理由がある場合などについては、

30日を超えることがあります。その場合、30日以内にその旨を申請者に通知します。

（注）認定申請をしなかった場合や、完成した建築物が形態・意匠の制限に適合していない場合など

は、景観法に基づく罰則が適用されることがあります。
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計画の変更

６．認定申請に必要な図書

行為の種類
図 書

備 考
種 類 縮 尺

建築物の新築、
増築、改築若し
くは移転、外観
を変更すること
となる修繕若し
くは模様替え

付近見取図（白地図） 2,500分の1以上 ※ 外構平面図：門、かき、柵、塀、
擁壁、植栽、玄関周り、敷地内
通路、庭園等の敷地内の外部構
成を記載した平面図

※ 現況カラー写真：行為地及び周
辺の土地、建物、道路等の状況
を示すカラー写真

※ 完成予想図：周辺の状況を含む
着色した建築物等の完成予想図
又はこれに類するもの

※ 指定された縮尺による図書の提
出が困難な場合は、別途協議の
うえその縮尺を決定するものと
する。

※ 着色を要するものについては、
マンセル記号を記載し、少なく
とも１通を着色するものとする。

配置図 200分の1以上

各階平面図 200分の1以上

各面の立面図（着色） 200分の1以上

主要部２面以上の断面図 200分の1以上

外構平面図 200分の1以上

２方向以上の現況ｶﾗｰ写真、完成予想図（着色）、ﾁｪｯｸｼｰﾄ

建築物の外観の
色彩の変更

付近見取図（白地図） 2,500分の1以上

変更する部位の立面図（着色） 200分の1以上

２方向以上の現況ｶﾗｰ写真、完成予想図（着色）、ﾁｪｯｸｼｰﾄ

【申請書・委任状・下記の図書を正副１部ずつ提出してください（概要書も必要です）。事前協議も同様です。】

（
専
門
家
等
に
よ
る
景
観
協
議
）

(※2)

（※2）工事現場の見やすい場所に認定の表示をする必要があります。

７．形態・意匠の制限内容

一般基準

項

目

別

基

準

通り外観

屋 根

・

壁 面

色 彩

【地形・自然特性に関する基準】
○百舌鳥古墳群と調和した景観形成に向けて、建築物の建つ場所の地形や緑・水などの自然特性を読

み取り、計画に活かす。
【歴史・文化特性に関する基準】
○百舌鳥古墳群やその周辺の歴史・文化特性を読み取り、それらの特徴的な形態意匠を採り入れるな

ど、百舌鳥古墳群と調和した形態・意匠とする。
【市街地特性に関する基準】
○緑豊かな百舌鳥古墳群と調和した景観形成に向けて、落ち着いた形態・意匠とする。
○地域の拠点となる鉄道駅前や幹線道路沿道などにおいて、にぎわいの創出に寄与する形態・意匠と

する場合においても、古墳と調和した節度あるものとする。

○周辺建築物の高さや低層部の軒高、壁面の位置、外壁の意匠などを考慮するとともに、古墳への眺
望を妨げないような配置・形状とするなど、古墳や周辺のまちなみと調和した形態・意匠とする。

○建築物の低層部、空地、敷地内舗装、植裁などについて、周辺の敷地、道路との連続性の確保や、
ゆとりと潤いのある空間の創出につながる配置・意匠とする。

○敷際の塀・フェンスなどについては、色彩に配慮し、また植栽になじんだものとするなど、目立ち
すぎないような形態・意匠とする。

○まちかどに位置する建築物については、その場所の特性に十分配慮するとともに、古墳と調和し、
まちかどを印象づけるような形態・意匠とする。

○建築物全体を統一感のある意匠とするとともに、表情豊かな外観を創り出すなど、単調な壁面とな
らないような意匠とする。

○すっきりとした魅力的なスカイラインを形成するような、建築物上部の形態・意匠とする。
○バルコニーは建築物に豊かな表情を与えるよう意匠を工夫するとともに、通りからの見え方に配慮

した意匠とする。
○外壁の材料は、地域やまちの特性に十分配慮するとともに、時間の経過に耐えうるものとする。

○外観の色彩は、緑豊かな古墳や周辺と調和するものを用いる。
○住宅においては色彩をできる限り低彩度に抑える。
○商業施設において、色彩によるにぎわいの演出を図る場合は低層部に限る。
○高明度の建築物については、周辺環境を考慮しながら、光の反射による眩しさを軽減するよう、壁

面の仕上げを工夫する。
【外壁（大規模建築物）】
○ベースカラーとして用いる色彩の範囲は表１の通り

とする。ただし、石材・木材などの自然素材、漆喰
壁、レンガ、金属材、ガラス等の表面に着色してい
ない素材により仕上げられる部分の色彩は、この限
りではない。

○サブカラーを用いる場合は、見付面積の概ね1/3以下
の範囲で使用するものとし、ベースカラーと調和し
た色彩とする。

○アクセントカラーを用いる場合は、見付面積の概ね
1/20以下で使用するものとし、効果的に使用する。

【外壁（大規模建築物以外）】
○ベースカラーとして用いる色彩の範囲は表２の通りとする。

ただし、石材・木材などの自然素材、漆喰壁、レンガ、金属材、
ガラス等の表面に着色していない素材により仕上げられる部分
の色彩は、この限りではない。

○アクセントカラーを用いる場合は、見付面積に対し、できる限
り小さい範囲で使用するものとし、緑豊かな古墳との調和に配
慮しつつ効果的に使用する。

【屋根】
○屋根の色彩は低明度低彩度とするなど、周辺の景観や壁面と調和した色彩とする。
【門・塀】
○門・塀に用いる色彩の範囲は表２の通りとし、建築物の外壁と調和したものとする。ただし、石

材・木材などの自然素材、漆喰壁、レンガ、金属材、ガラス等の表面に着色していない素材により
仕上げられる部分の色彩は、この限りではない。

附属建築物
・建築設備

○附属建築物や建築設備は、できるだけ外部から目立たないような配置・意匠、建築物本体と一体化
した意匠又は本体に組み込まれた意匠とする。

色相 彩度

橙色系 ６以下

黄色、赤色系 ４以下

その他の色相 ２以下

色相 明度 彩度

橙色系 ６以上 ４以下

黄色、赤色系 ６以上 ３以下

その他の色相 ６以上 ２以下

無彩色 ６以上 －

表１

表２
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成27年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

市単独事業

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

百舌鳥古墳群整備事業

平成24年度～

状況を示す写真や資料等

百舌鳥古墳群の整備基本計画及び保存管理計画を策定し、古墳の整備及び修景、並びに適切な維持管理を行
う

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

平成２７年度は、収塚古墳前方部の形状確認のため発掘調査を実施し、現地説明会を実施した。
また、平成２８年度より着手する『史跡百舌鳥古墳群整備基本計画』の策定準備および寺山南山古墳の発掘調査に関する
事前調整を行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

収塚古墳の現地説明会 
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成27年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

歴史的建造物保存修理事業

平成25年度～平成34年度

　景観計画で重点的に景観形成を図る地域として位置付けている堺環濠都市地域において、歴史的街なみを
構成する上で重要な鉄砲鍛冶屋敷（井上家住宅）をはじめとした歴史的価値の高い建造物について保存修理
を行い、活用を図る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

山口家住宅や清学院とともに、堺環濠都市を代表する歴史的建造物である「鉄砲鍛冶屋敷」の保存に向けた整備方針等
について所有者と継続的に協議。平成27年度は所蔵する鉄砲関係等の歴史資料の調査を実施。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

鉄砲鍛冶屋敷 歴史資料調査の様子 
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成27年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

市単独事業

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

市民と協働した古墳の保存管理に向けた取組み

平成17年度～

状況を示す写真や資料等

古墳を将来にわたり末長く保存・管理していくためには、地域住民を中心に市民の理解と協力が必要である。そ
のため、市ではシンポジウムや講演会を開催し、百舌鳥古墳群や各々の古墳について市民が学び、考える機会
を創出する。また市民ボランティアが中心となって実施する古墳の清掃・美化活動について、ホームページへの
掲載等の広報活動を行い、市民と行政が協働した保存管理に向けた相互の意識醸成を図る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

◎「百舌鳥・古市古墳群の世界遺産登録を応援する堺市民の会」の設立
平成27年6月27日（土）、堺商工会議所、堺市自治連合協議会など市民が主体となって「堺市民の会」が設立され、記念式及
び記念講演会を開催（堺市総合福祉会館）　参加者390人
入会者数（平成28年3月現在）：約5,800（個人、企業団体）

◎報告会の開催（「堺市民の会」と合同で開催）
平成27年9月20日（日）　（サンスクエア堺）　参加者21人
平成27年11月3日（祝）　（栂文化会館）　参加者33人
平成27年11月28日（土）　（堺市産業振興センター）　参加者36人

◎仁徳天皇陵古墳周辺の清掃活動について、プレスリリースや堺市ホームページへ情報を掲載
平成27年3月8日（日）、第19回清掃活動　参加者345人
平成27年11月1日（日）、第20回清掃活動　参加者338人
平成28年3月13日（日）、第21回清掃活動　参加者401人

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

百舌鳥・古市古墳群の世界遺産登録を応援する堺市

民の会設立記念式・記念講演会（堺市総合福祉会館） 
百舌鳥・古市古墳群世界文化遺産報告会（北区） 

市民による清掃活動の様子 
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成27年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

文化遺産を活かした地域活性化事業

評価軸③-18
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

堺市地域文化遺産活用活性化事業

平成25年度（※「平成25年度～平成26年度」への記載変更の必要性について、調整予定）

状況を示す写真や資料等

伝統文化の保存伝承団体等により構成される｢堺市地域文化遺産活性化実行委員会｣(事務局：堺市文化部)
が、地域文化遺産の保存伝承を目的に事業を実施する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

・地域の文化遺産普及啓発事業
・文化遺産継承事業
・地域の文化遺産記録作成・調査研究事業
記録作成事業のうち神輿渡御祭記録作成・調査研究事業は、環濠都市区域に古くから伝わる伝統的な活動である｢神輿
渡御祭｣について、その歴史的経緯や現在の活動の実態の記録を作成し、今後の保存伝承に繋げる。関西大学と連携し、
平成２７年度は住吉祭・神輿渡御の資料のうち、古文書・絵画資料の調査を行い、文献資料を集成した報告書を作成した。

｢堺市地域文化遺産活性化実行委員会｣構成団体
（平成２７年度）
堺こおどり保存会・船待神社神楽子供獅子踊り保存会・月洲神社神楽獅子講・美多彌神社流鏑馬保存会・堺式手織緞通
技術保存協会・上神谷地域伝統文化保存継承実行委員会

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

住吉祭・神輿渡御パネル展 
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成27年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

本市では、（公社）堺観光コンベンション協会、ＮＰＯ法人堺観光ボランティア協会と連携し、歴史文化資源を中心に市内の主な観光ス
ポットでボランティアガイドが案内を行っている。
今後、本市の歴史文化資源に関する市内外への発信等に伴い、来訪者の増加も見込まれることからも、更なるボランティアガイドの育
成や、月１回程度の情報交換会の実施、新たな施設の実地研修などを通じて、その知識や技能の向上に向けた取り組みを実施する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

平成２７年度研修実績（予定を含む）
○堺観光ホスピタリティ・ガイド養成講座　（ボランティアガイド養成講座：１回（計１５日間）、参加人数：計１５名）
○基本研修（全体研修会　３回開催予定　参加人数：７月度１５４名　残りの２回は２・３月度に開催予定）
○その他研修（他都市等のボランティアガイドとの交流研修　参加人数：８２名、英語・中国語・韓国語の語学研修　延べ参加人数：９６名、三か国語
ウエルカムフレーズ　参加人数：８０名、講演会　３月２７日予定　１回　参加人数：計５００名予定）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

市単独事業

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

ボランティアガイドの育成・支援

平成７年度～

【研修の様子（入門講座７回目）】 【ガイド募集の記事（広報さかい平成２７年９月号）】 
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成27年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

　　　〇地場産品の販路開拓を目的とした
　　　　 イベントの開催、出展

　　　〇市内施設等での地場産品の展示

　　　〇経営の合理化を目的とした研修会
　　　　 の開催

市単独事業

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

堺市地場産業振興事業補助事業

平成13年度～

状況を示す写真や資料等

地場産業の振興を図るため、刃物や線香など地場産業を営む中小企業者により組織された団体が行う事業に
対する経費の一部を補助する。

【補助対象事業】①地場産業振興事業　・・・経営の近代化・合理化、販路開拓、情報収集に関する事業
　　　　　　　　　　 ②ものづくり基盤技術継承事業・・・後継者の育成や技術・技法の記録、収集、保存に関する
事業

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

平成26年度　刃物、自転車など市内地場産業8団体に対し、本補助金を交付し、事業活動を支援した。
平成27年度　刃物、自転車など市内地場産業8団体に対し、本補助金を交付決定した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成27年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

堺市伝統産業後継者育成事業補助事業

平成21年度～

市単独事業

刃物（経済産業大臣指定伝統的工芸品）や線香（大阪府知事指定伝統工芸品）などの伝統技能の継承を図る
ため、後継者を雇用した事業所に人件費の一部を補助する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

平成26年度　市内伝統産業事業者に対し、本補助金を22件(22名)交付し、後継者育成を支援した。
平成27年度　市内伝統産業事業者に対し、本補助金を15件(19名)交付決定した。（平成27年12月現在）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

状況を示す写真や資料等

〇刃物（刃付け）技法の指導育成

〇染色（注染）技法の指導育成

堺市－９



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成27年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

堺市ものづくりマイスター制度

平成14年度～

市単独事業

伝統産業への市民等の理解を深めるため、市が卓越した技能を持つ者をマイスターとして認定し、実演・体験
講座などの講師として派遣する。平成２７年１２月現在で対象とする刃物、線香等の部門で伝統工芸士ら２３名
を認定している

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

平成26年度　派遣等件数 　109件　　参加人数　2,891人
平成27年度　派遣等件数　  84件　　参加人数　 2,433人（平成27年12月現在）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

状況を示す写真や資料等

　　　　　　〇小学校での刃物講座

　　　　　　〇手描き鯉幟体験講座

　　　　　　〇手すき昆布体験講座

堺市－10



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成27年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

市単独事業

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

視点場の整備に関する調査検討

平成25年度～

状況を示す写真や資料等

視点場整備位置図並びに整備イメージ

古墳あるいは古墳群を望むことができる視点場（ビューポイント）について、必要な調査検討を行う。古墳の形態的な特徴を一番理解し捉えられる場所
（例えば古墳の前方部と後円部のくびれ部にある「造り出し」から上空への広がりを望める場所）や古墳あるいは古墳群の持つスケールの大きさなどを
体感できる場所について調査を行い、江戸時代の絵図も参考に古墳がかつてどのように見られてきたかという視点を持ちながら、視点場としての整備
が必要な箇所について、周遊路整備との整合を図りながら、その整備手法等についても検討する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

履中天皇陵古墳北側において、視点場用地を取得済み
平成２７年度末に設計完了見込

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

堺市－11



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成27年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

百舌鳥古墳群の水質改善に向け、目標とする水量及び水質を検討し、外部から古墳の濠への水の導入、濠の
水の循環などについて調査研究を行う。そして、個々の古墳の状況に適した手法により、濠の水量の確保と水
質保全を図るために必要となる水源及び浄化方法の検討を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

仁徳天皇陵の水質改善に向けたシミュ―レーションの結果（井戸水と工業用水を組み合わせた導水）を受け、工業用水の
導水に向け、各関係機関と協議を行なった。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

市単独事業

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

百舌鳥古墳群水質改善事業

平成24年度～

仁徳天皇陵古墳 仁徳天皇陵古墳 

堺市－12



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成27年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

社会資本整備総合交付金事業（街なみ環境整備事業）

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

まちなみ再生事業

平成25年度～平成34年度

状況を示す写真や資料等

景観計画で重点的に景観形成を図る地域として位置付けている堺環濠都市地域のうち、改修が進められた町
家歴史館「山口家住宅」をはじめとする町家のほか、多くの寺社が立地する寺町など、歴史的建造物が多く残
る北部とその周辺（堺環濠都市北部地区）について、歴史文化資源を活かしたまちなみの再生を図ることによ
り、堺の魅力向上を実現する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

平成27年度より、堺環濠都市北部地区において街なみ環境整備事業及びまちなみ修景補助制度を始動させ、協議会と連
携のもと地域住民に対して歴史的なまちなみの再生及び修景補助制度について周知を図るとともに、修景補助制度活用
第一号となる町家の修景工事（看板建築の町家への復原（写真及びイメージ参照））に対して補助を行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

■修景補助制度活用物件写真及びイメージ 

市主体の取組み 地域住民主体の取組み

　・平成24年度 第1回歴史的なまちなみ勉強会開催

　・平成25年度 第2～4回歴史的なまちなみ勉強会開催
協議会に向けた準備会活動開始
水彩画展示及びクイズラリー開催

　・平成26年度

第5回歴史的なまちなみ勉強会開催

街なみ環境整備方針・事業計画策定
修景補助制度要綱作成

堺環濠都市北部地区町なみ再生協議会設立総会開催
協議会活動
　・協議会ニュースvol.1～4発行
　・まちなみガイドライン作成分科会開催（3回）
　・ワークショップ開催（3回）
　・町家・まちなみ写真展実施
　・まちなみ再生支援制度等アンケート実施
　・第2回総会開催
　・まちなみガイドライン作成

　・平成27年4月～ 修景補助制度周知、修景相談実施（随時） 修景補助制度周知

　・平成27年5月 第3回総会開催

　・平成27年6月 協議会ニュースvol.5発行

　・平成27年7月 費用対効果アンケート実施

　・平成27年10月 修景補助第1号物件交付決定 修景補助第1号物件修景工事開始

　・平成27年10月 協議会ニュースvol.6発行

　・平成27年10月 第1回まち歩きマップ作成ワークショップ開催

　・平成27年11月 修景相談会実施 町家・まちなみ写真展実施

　・平成27年11月 第2回まち歩きマップ作成ワークショップ開催

　・平成28年1月 第3回まち歩きマップ作成ワークショップ開催

　・平成28年1月 協議会ニュースvol.7発行

　・平成28年3月 修景補助第1号物件修景工事完了

　・平成28年3月 第4回総会開催

市主体の取組み 地域住民主体の取組み

　・平成28年3月 まち歩きマップ発行

　・平成28年4月～ 修景補助制度周知、修景相談実施（随時） 広報スペースを活用した情報発信、修景補助制度周知

■堺環濠都市北部地区における歴史的なまちなみの再生に向けた取組み

○これまでの取組み

○今後の予定

堺市－13



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成27年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

ザビエル公園は昭和24 年(1949)に開設し、現在、開設面積は1.47ha の近隣公園である。当該地は、16 世紀半ばに、フラ
ンシスコ・ザビエルの布教活動にかかわった豪商の屋敷跡につくられたといわれる歴史ある公園であり、紀州街道の沿道
に位置する。この公園について、歴史・文化を感じながら市民や来訪者が憩え、周辺のまちなみと調和した地域の拠点公
園として再整備を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

・実施設計を完了した。
・第1期整備工事に着手した。（約6,000㎡）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

社会資本整備総合交付金（都市再生整備計画事業）

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

ザビエル公園再整備事業

■第Ⅰ期工事計画平面図 ■第Ⅰ期工事計画平面図 

大
道

筋
 

（第2期 施工エリア） 

（第2期 施工エリア） 

屏風オブジェ（住吉祭礼図屏風） 

大型舟形遊具 

堺市－14



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成27年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

宿院町公園は昭和25 年(1950)に開設され、現在、開設面積0.24ha の街区公園である。このような公園につい
て、園内の樹木等を整理するなど良好な景観の形成を図り、歴史を感じながら市民や来訪者が憩える公園とし
て再整備を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

・実施設計を完了した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

社会資本整備総合交付金（都市再生整備計画事業）

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

宿院町公園再整備事業

平成24年度～平成28年度

■計画平面図 

【現状】 
 モニュメント（「白夜の兎」群衆）が老朽化
しており、周囲の段差が観光エリアの空間を狭
めている。 
【計画】 
 段差を無くして空間を広げると共に、モニュ
メントや園名柱の美装化を行い、新設するモ
ニュメント解説板に住吉祭や神輿御渡の記載を
追加する。 
  モニュメント「白夜の兎」群衆   モニュメント解説看板   

 
【現況】 
 利用されていないステージが空間を狭めている。   利用されていないステージ 
 
【計画】 
 ステージを撤去し、健康遊具１基、スイング遊具 
２基、すべり台を追加し、多世代が集い憩える空間 
を創出する。 

堺市－１５



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成27年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

地域公共交通確保維持改善事業補助金（利用環境改善促進等事業）

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

阪堺線停留場美装化事業

平成25年度～平成34年度

状況を示す写真や資料等

○阪堺線停留場の美装化
　　・環濠都市区域内の宿院停留場の美装化（上屋、ホームの改修等）を実施

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

平成２８年１月中旬工事竣工
平成２８年１月３１日停留場供用開始

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

整備前 整備後 

堺市－16



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成27年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

　限られた予算で花壇管理を行っているため、既存植栽帯の約半分を占める花壇は、十分な除草・植え替え・花柄摘みが出
来ていない。また、植えてから開花するまでの期間や花が終わってから植え替えるまでの期間の長いものは、景観や観光上
の課題となっている。
　このため、平面花壇は、修景効果の高い各電停付近、主要交差点付近に集約（平面花壇：約4割➡約１割）した上で雑割り
縁石で囲むと共に、1年を通して観賞できるよう管理水準を向上させる。また、他の平面花壇については、既存植栽帯の約
半分を占めるヒラドツツジとし、1年を通して安定した緑とし、通り景観を向上させる。

＜現在の課題＞
　　　開花までの間、修景効果が低い時期もある

　　　雑草の目立つ時期もある

＜改善イメージ＞
　　　修景効果の高い場所は、1年を通して観賞できる管理水準に向上させる

　　　修景効果の低い場所でも、1年を通して安定した緑で通り景観を向上させる

社会資本整備総合交付金（都市再生整備計画事業）

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

紀州街道沿道の景観づくり（阪堺線沿道の植栽帯の改善）

平成25年度～平成28年度

状況を示す写真や資料等

旧紀州街道にあたる大道筋は、古くから栄えた堺を南北に走る約2.5km の幹線道路であり、付近には、山口家住宅や千利
休屋敷跡などの歴史的資産がある。　また、道路幅員約50 メートルの中心には阪堺線の軌道敷があり、その軌道敷と車道
部の間に植栽帯を設け、片側に低木の植栽、反対側に花壇の組み合わせで交互に設置しているが、花壇の維持管理や緑
のまちなみ景観の形成に課題があることから、紀州街道沿道の景観づくりとして沿道の植栽帯の改善を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

・実施設計を完了した。
・第1期整備工事に着手した。（宿院交差点～綾之町交差点　延長約1.6km）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

堺市－17



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成27年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

百舌鳥古墳群を将来にわたり末長く保存・管理していくためには、市民はもちろん、国内外にその価値と魅力を
情報発信していく必要がある。①インターネットによる情報発信　本市のホームページにおいて百舌鳥古墳群
の価値や魅力をCGなども活用し紹介。②シンポジウムや講演会の実施　市民向け講演会や、海外からの有識
者を招きシンポジウムを開催するなど、百舌鳥古墳群の価値や魅力を紹介。③パンフレットやポスターによる
情報発信　他言語によるパンフレットを作成し、関西国際空港での配架をはじめ、ポスターも作成し、様々な場
所でPRを実施。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

①本市ホームページを活用し、タイムリーな情報発信をおこなった。

②報告会の開催（「堺市民の会」と合同で開催）
平成27年9月20日（日）　（サンスクエア堺）　参加者21人
平成27年11月3日（祝）　（栂文化会館）　参加者33人
平成27年11月28日（土）　（堺市産業振興センター）　参加者36人

③新たにPRちらしやポスターを作成し、PR効果が見込める場所に配架・掲出を行った。また、首都圏でのシンポジウムや
PR活動、南海難波駅でのPR活動など幅広く情報発信を行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

市単独事業

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

百舌鳥古墳群に関する情報発信

平成17年度～

南海難波駅でのPR活動 

PRちらし（新規デザイン） 

首都圏でのシンポジウム 

百舌鳥・古市古墳群世界文化遺産報告会（北区） 
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成27年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

サイン種別 内容 設置位置
大拠点サイン 市域・地区・周辺案内、資源解説を掲載する総合的な案内サイン 地区へのゲートとなる鉄道駅近傍
拠点サイン 地区と周辺の案内サイン 周遊路上の主要結節点
周辺案内サイン 設置位置周辺の案内サイン 拠点サインの補完必要箇所
誘導サイン 施設・資源誘導サイン 周遊路上主要結節箇所
記名・解説サイン 各施設・資源の名称、解説表記 各施設
ルートサイン 周遊路上であることを路面等表示 100～200m間隔での設置

百舌鳥古墳群に親しみながら周遊できるよう、来訪者の利用が見込まれる鉄道駅や周遊ルートで、市内外か
らの来訪者にとってわかりやすい案内板の設置計画を策定し、整備に取り組む。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

.・現在の周遊案内板等の整備時状況を整理し、整備方針の策定を行う。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

市単独事業（※都市再生整備計画事業の活用を検討）

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

百舌鳥古墳群周遊案内板の整備

平成25年度～
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成27年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

市民や来訪者に百舌鳥古墳群の歴史的意義や価値を理解していただき、古墳群の保護意識を醸成するた
め、古墳群について学び、その雄大さを体感できるガイダンス施設を大阪府立大学旧大仙キャンパス跡地に整
備する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

◎（仮称）百舌鳥古墳群ガイダンス施設予定地（大阪府立大学旧大仙キャンパス跡地）に残る旧大阪女子大学校舎の解体工事が完了。
◎（仮称）百舌鳥古墳群ガイダンス施設基本計画を策定。建設工事基本設計業務の受託者選定に着手。
◎新たなアクセス道路の関係地権者への事業説明を実施。
◎堺市博物館内に設置の百舌鳥古墳群ガイダンスコーナーで、高精細な映像による来訪者向けガイダンスを実施。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

市単独事業

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

百舌鳥古墳群ガイダンス施設の整備

平成24年度～平成31年度

百舌鳥古墳群ガイダンスコーナー（堺市博物館内） 

百舌鳥古墳群展示コーナー 

百舌鳥古墳群シアター（外観） 百舌鳥古墳群シアター（内部） 
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成27年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

　神社や寺社を中心に設置している既存の施設案内板について、見やすさや分かり易さなどに配慮した案内
板とするため、表示内容の見直しや多言語化を行い、歴史文化資源などの魅力発信と目的地への円滑な移動
を誘導する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

阪堺電停案内板６基および施設案内板２基について、表示内容の見直しや多言語化表記のための改修を実施する。
＜実績（予定を含む）＞平成２７年度：８基

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

市単独事業

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

環濠都市区域内における案内板の改善

平成18年度～

【改修状況】 

施設案内板改修前 

多言語化表記の実施 

施設案内板改修後（調整中） 
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成27年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

市単独事業

評価軸③-19
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

史跡・重要文化財等公開事業

平成10年度～

状況を示す写真や資料等

非公開の史跡や重要文化財の公開等を実施し、また歴史文化についての講座を開催し、広く市民に文化財の
普及啓発を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

春季堺文化財特別公開　平成27年４月3日～5日　南宗寺等25か所　来場者数16,180人(関連施設含む)
秋季堺文化財特別公開　平成27年１１月13日～15日　　21日～24日　鉄砲鍛冶屋敷等１１か所　45,875人（関連施設含む）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

平成２７年秋季文化財特別公開 

平成２７年春季文化財特別公開 
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成27年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

歩行者・自転車利用者の安全を確保するため、自転車通行環境の整備を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

自転車通行環境整備（自転車レーン）の整備を実施した。
錦南宗寺線における自転車レーンの整備　平成27年度実施中0.5ｋｍ（H26年度実施済み0.5ｋｍ/計画延長1.6ｋｍ）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

防災・安全交付金（道路事業）

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

自転車通行環境の整備

平成26年度～

H26年度実施済み区間 

自転車レーン整備状況 

錦南宗寺線位置

図 

施工後 施工前 

H2７年度工事区間 

堺市－23



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成27年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

市単独事業

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

学校教育の場での茶の湯体験（堺スタンダード事業）

平成17年度～

状況を示す写真や資料等

千利休生誕の地・堺に育つ子どもたちが「茶の湯」の体験を通じて、自国の伝統文化を知るとともに、茶道にお
いて大切にされている「もてなしの心」や人とのかかわり方を学び、豊かな心を育むことをねらいとして「茶の湯
体験」を実施する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

平成２５年度は小学校９３校、中学校３２校で茶の湯体験を実施。
平成２６年度は小学校90校、中学校３２校で茶の湯体験を実施。
平成２７年度は例年並み。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

西陶器小学校での茶の湯体験の様子 
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 平成27年度

現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内

容

平成２７年３月１３日　法雲寺山門他、法道寺阿弥陀如来坐像、擁護璽（安政地震記念碑）　堺市指定文化
財指定
平成28年1月31日堺市文化財保護審議会を開催（堺市指定史跡　ニサンザイ古墳・竜佐山古墳・永山古墳
の周濠の諮問）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

評価軸④-1
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財調査、指定、保存管理（活用）計画の策定

指定および登録等の候補となる文化財に関する調査を継続する。市域の文化財の総合的な把
握をより推進するとともに、文化財指定等を促進する。

法雲寺 大雄宝殿 

堺市文化財保護審議会（永山古墳視

察） 
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 平成27年度

現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内

容

「百舌鳥古墳群整備事業(再掲：評価軸③－１：Ｐ３を参照）
「歴史的建造物保存修理事業(再掲：評価軸③－１：Ｐ４を参照）
「百舌鳥古墳群ガイダンス施設の整備(再掲：評価軸③－１：Ｐ２０を参照）
「百舌鳥古墳群水質改善事業(再掲：評価軸③－１：Ｐ１２を参照）
「視点場の整備に関する調査検討(再掲：評価軸③－１：Ｐ１１を参照）
「まちなみ再生事業(再掲：評価軸③－１：Ｐ１３を参照）
「百舌鳥古墳群周辺案内板の整備(再掲：評価軸③－１：Ｐ１９を参照）
「環濠都市区域内における案内板の改善(再掲：評価軸③－１：Ｐ２１を参照）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

評価軸④-2
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財の修理事業、文化財の周辺環境の整備事業

町家等の歴史的建造物を、指定の基準に沿って歴史的風致形成建造物に指定し、所有者等の
意向や建造物の損傷状態の調査を行い、保存・修理・修景に対する助成を行う。
百舌鳥古墳群では、平成28年度より整備基本計画の策定に着手し、古墳の整備や修景を行う。

百舌鳥古墳群整備事業 

寺山南山古墳調査の専門委員による現地指導 
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 平成27年度

現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内

容

状況を示す写真や資料等

評価軸④-3
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財の防災

文化財を災害から保護するため、防災意識の高揚、防災設備等の整備を図り、住民、文化財の
所有者又は管理者等に対する防災意識の普及と啓発を進めるとともに、消防局並びに関西電力
株式会社、大阪ガス株式会社と連携を行い、定期的に防災設備の保守点検等や啓発に努める。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

文化財防火デーの実施（所轄消防署、関西電力、大阪ガス　文化財課　合同査察実施）
平成２8年１月25日・26日　指定文化財寺社等　２４箇所

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

Ｈ27年度 文化財防火デーの様子 
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 平成27年度

現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内

容

状況を示す写真や資料等

評価軸④-4
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

埋蔵文化財の取り扱い

周知の埋蔵文化財包蔵地内での開発行為の実施にあたっては、開発に伴う文化財保護法に基
づく届出又は通知の提出を徹底するとともに、開発に際して埋蔵文化財を確認した場合には、工
法の検討や、計画変更によって埋蔵文化財の地下保存などの措置を協議し、遺構の保護に努め
るほか、やむを得ない場合は、記録保存などの対応についても速やかに実施していく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　重点区域内には堺環濠都市遺跡、土師遺跡などの埋蔵文化財包蔵地があり、開発に対しては、届出また
は通知に基づき適切に指導している。
　平成２７年度は、百舌鳥古墳群のなかにある収塚古墳とニサンザイ古墳について、規模や形状の把握の
ために調査を実施した。収塚古墳は、前方部の墳丘裾を確認し、平面の形状を復元することができた。ニサ
ンザイ古墳は、後円部に古墳時代では国内最大の木橋が架かることを確認した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

ニサンザイ古墳の発掘調査 
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 平成27年度

現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内

容

状況を示す写真や資料等

評価軸④-5
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財に関する普及・啓発の取組、民間団体への助成・支援や連携・協力した取組

本市の文化財の価値を広く後世に伝えるため、文化財の活用を進めながら、観光ボランティアガ
イドをはじめとする各種団体等と連携を行い、普及・啓発するための機会の提供に努める。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

「百舌鳥古墳群に関する情報発信(再掲：評価軸③－１：Ｐ１８を参照）
「堺市地域文化遺産活用活性化事業(再掲：評価軸③－１：Ｐ６を参照）
「史跡・重要文化財等公開事業(再掲：評価軸③－１：Ｐ２２を参照）
「市民と協働した古墳の保存管理に向けた取り組み(再掲：評価軸③－１：Ｐ５を参照）
「ボランティアガイドの育成・支援(再掲：評価軸③－１：Ｐ７を参照）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

史跡・重要文化財等公開事業 

堺文化財特別公開パンフレット 

観光ボランティアガイドの活動状況 
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進捗評価シート
評価軸⑤-1
効果・影響等に関する報道

評価対象年度 平成27年度
報道等タイトル 年月日 掲載紙等

「さかい利晶の杜」12、26日に茶室披き 平成27年4月9日 産経
利晶の杜　はや10万人 平成27年5月5日 読売
「さかい利晶の杜」　延べ来館者20万人に 平成27年7月15日 産経
堺の町家歴史館　山口家住宅　通算入館者　10万人に 平成27年7月17日 産経
伝統産業に若い力　　堺市が刃物職人養成道場 平成27年7月23日 日工
堺刃物「高品質」海外記者ら取材 平成27年8月5日 読売
千利休ゆかりの大阪堺市。 平成27年8月26日 NHK
世界の評価と伝統の危機と 堺の包丁の未来は？ 平成27年9月21日 読売テレビ
百舌鳥古墳群ビデオで紹介　　堺市、CGで石室内再現 平成27年4月21日 日経
長山・ニサンザイ古墳発掘調査「速報展・報告会」 平成27年4月22日 毎日
17年世界遺産国内4候補　選定委設置　百舌鳥・古市古墳群など 平成27年4月20日 読売
仁徳陵などを世界遺産に 平成27年4月30日 公明
仁徳陵古墳など登録へ官民動く 平成27年5月13日 朝日
古墳群　世界へアピール　堺市 平成27年5月19日 朝日
仁徳陵石室　CGで再現 平成27年5月23日 読売
収塚古墳　輪郭復元　前方部の端部見つかる 平成27年5月29日 朝日
濠浄化へ工業用水　仁徳天皇陵　堺市が利用を検討 平成27年6月8日 毎日
仁徳陵の稜線　展望台から味わう　　堺市、古墳横に施設建設へ 平成27年6月13日 朝日
世界遺産候補に「堺の古墳群」推薦要望 平成27年6月15日 朝日
百舌鳥・古市古墳群　世界遺産へ魅力PR　知事・市長ら国へ陳情 平成27年6月16日 朝日
世界遺産17年登録候補　ホンマ頼んまっせ　　大阪初やねん 平成27年6月16日 産経スポーツ
世界遺産へ応援　紀陽銀行が定期　　百舌鳥・古市古墳群 平成27年6月24日 朝日
仁徳陵の稜線　屋上から一望　 平成27年6月26日 産経
古墳群を世界遺産に市民の会設立に390人 平成27年6月28日 朝日
「仁徳陵」世界遺産推薦へ正念場　住宅地の古墳群どう守り生かす 平成27年7月20日 日経
「百舌鳥・古市」の再挑戦　　世界遺産へ古墳の環境保護 平成27年7月19日 読売
仁徳陵古墳　400人が清掃 平成27年11月2日 朝日
3市公式キャラ　世界遺産へPR 平成27年12月13日 朝日
百舌鳥・古市古墳群 世界遺産めざし「府民会議」発足 平成27年12月26日 MBS毎日放送
古墳周り建物　色は相談を 平成27年9月30日 朝日
古墳周辺の景観守る規制 平成27年12月29日 朝日
春季堺文化財特別公開　与謝野晶子の生まれた街　堺 平成27年4月1日 広報さかい
市指定有形文化財　新たに３件を指定 平成27年4月1日 広報さかい
ラッピング車両　阪堺線に登場 平成27年4月1日 広報さかい
住吉大社から宿院頓宮へ住吉祭神輿渡御 平成27年7月1日 広報さかい
百舌鳥・古市古墳群　世界文化遺産登録応援コンサート 平成27年9月1日 広報さかい
野外広告物　ルールを守り適正に掲出を 平成27年9月1日 広報さかい
世界文化遺産登録をめざして　百舌鳥古墳群の周辺地域　 平成27年10月1日 広報さかい
秋季堺文化財特別公開　　大坂の陣から400年 平成27年11月1日 広報さかい

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

景
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関
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の
広
報
関
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百
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鳥
関
連

環
濠
都
市

区
域
関
連

状況を示す写真や資料等

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

歴史的風致の維持及び向上に記載される事業が行われ報道されることで、市民の歴史的風致に対する関
心・認識が高まり「歴史遺産の保存・活用」への啓発に寄与していることが推察される。
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進捗評価シート （様式１-６）

評価対象年度 平成27年度

計画に記載
している内

容

旧市街地の中心に位置する旧市立堺病院跡地において、堺の特色ある文化を振興するため、千利休などをテーマと
する文化施設、及び堺観光の玄関口としての観光案内施設等を整備する。
千利休展示室の整備に併せて、千利休が大成した茶の湯を実際に体験できる茶席空間を整備し（茶の湯体験部門）、
茶の湯に気軽にまたは本格的に触れることができる”おもてなし”の場を創出する。

評価軸⑥-1

その他（効果等）

項目

文化観光拠点整備事業

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で。記事・議会議事録等を添付

堺山之口商店街との協働事業が、平成27年度の公募提案型協働推進事業に採択され、商店街をはじめとした周辺地域への周
遊促進に取り組んでいる。
来場者数40万人達成（平成28年1月時点）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし
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